
令和５年度東京都在住外国人支援事業助成 実施事業

特定非営利活動法人

多文化共生センター東京

事業を振り返って 代表理事 枦木 典子さん

効果

取組内容

外国にルーツをもつ子どもたちの学習
サポート事業として、学齢超過の外国に
ルーツをもつ子どもたちや、来日して間
もないため日本語初期指導を必要とする
子どもたちに、日本語や教科の学習や高
校進学支援を行った。

• 進学を希望する生徒44名が高校へ進学した
• 9月以降の担任制実施により、進路についてきめ細かい支援が

できた

たぶんかフリースクールに在籍した生徒の多くが、希
望する高校へ進学することができました。令和5年度は、
開講当初から入室希望が多く、生徒の状況に合わせたク
ラス編成が必要でした。外国にルーツを持つ生徒は、今
後も確実に増加していくため、学びの場の保障や高校以
降のキャリアにつなげる授業の工夫などが課題です。杉並校 授業の様子

荒川校 授業の様子

事業名

外国にルーツを持つ子供の

就学・進学支援のための学習サポート事業

◆事業期間 令和５年4月1日
～令和６年3月31日

◆参加人数
合計59名
・フリースクール生：52名
・夏期講習に参加した
中学生：7名

在住外国人の
活躍促進事業

◆「たぶんかフリースクール」
荒川・杉並2校で、以下の授業を実施。
８月の講習では中学校に在籍する生徒も受入。

・火～金 10：00～15：30、
1日5時間×週4日、週20時間

・在籍生徒の属性
15ヵ国・地域の出身者および外国にルーツを
持つ日本籍生徒

HPへのリンクが貼ってあるテキストボックスです

https://tabunka.or.jp/
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